
（
削
る
）

七

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す

る
政
令（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
二
百
十
一
号
。

以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
十
八
号
に
お
い
て

「
経
過
措
置
政
令
」
と
い
う
。）第
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
求
め
及
び
経
過
措
置
政
令
第
四

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
に
関
す
る
事
務

（
法
第
三
十
八
条
第
五
項
第
三
号
ト
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
務
）

（
法
第
三
十
八
条
第
五
項
第
三
号
ヘ
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
務
）

第
九
条

法
第
三
十
八
条
第
五
項
第
三
号
ト
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

第
九
条

法
第
三
十
八
条
第
五
項
第
三
号
ヘ
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
〜
十
七

（
略
）

一
〜
十
七

（
略
）

（
削
る
）

十
八

経
過
措
置
政
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
事
務

十
八

（
略
）

十
九

（
略
）

（
法
第
三
十
八
条
第
五
項
第
三
号
チ
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
務
）

（
法
第
三
十
八
条
第
五
項
第
三
号
ト
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
務
）

第
十
条

法
第
三
十
八
条
第
五
項
第
三
号
チ
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

第
十
条

法
第
三
十
八
条
第
五
項
第
三
号
ト
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

附

則

附

則

（
年
金
個
人
情
報
の
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た

め
の
利
用
の
特
例
）

（
年
金
個
人
情
報
の
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た

め
の
利
用
の
特
例
）

第
二
条

法
第
三
十
八
条
第
五
項
第
三
号
ト
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
九
条
各
号
に
掲

げ
る
も
の
の
ほ
か
、
平
成
二
十
八
年
度
の
一
般
会

計
予
算
に
お
け
る
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
を
財
源
と
し
て
市
町

村
又
は
特
別
区
か
ら
給
付
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
事
務
と
す
る
。

第
二
条

法
第
三
十
八
条
第
五
項
第
三
号
ヘ
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
第
九
条
各
号
に
掲

げ
る
も
の
の
ほ
か
、
平
成
二
十
八
年
度
の
一
般
会

計
予
算
に
お
け
る
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
を
財
源
と
し
て
市
町

村
又
は
特
別
区
か
ら
給
付
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
事
務
と
す
る
。

（
日
本
年
金
機
構
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

日
本
年
金
機
構
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
国
庫
納
付
金
の
帰
属
す
る
会
計
）

（
国
庫
納
付
金
の
帰
属
す
る
会
計
）

第
九
条

国
庫
納
付
金
は
、
年
金
特
別
会
計
業
務
勘

定
（
法
第
二
十
七
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
業

務
に
係
る
国
庫
納
付
金
に
あ
っ
て
は
、一
般
会
計
）

に
帰
属
す
る
。

第
九
条

国
庫
納
付
金
は
、
年
金
特
別
会
計
業
務
勘

定
に
帰
属
す
る
。

（
生
活
保
護
法
別
表
第
一
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

生
活
保
護
法
別
表
第
一
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
厚
生

労
働
省
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

２
〜
６

（
略
）

７

法
別
表
第
一
の
八
の
項
第
七
号
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
情
報
は
、
要
保
護
者
又
は
被
保
護
者

で
あ
っ
た
者
に
係
る
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
百

二
号
）
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
の
額
及
び
支
給
期
間
に
関
す
る
も
の

と
す
る
。

（
新
設
）

（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
シ
ス
テ
ム
室
、
調
査
室
、監
査
室
及
び
会
計
室
）

（
シ
ス
テ
ム
室
、
調
査
室
、監
査
室
及
び
会
計
室
）

第
七
十
三
条
の
二

（
略
）

第
七
十
三
条
の
二

（
略
）

２

シ
ス
テ
ム
室
は
、
政
府
が
管
掌
す
る
厚
生
年
金

保
険
事
業
及
び
国
民
年
金
事
業
、
全
国
健
康
保
険

協
会
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
及
び
船
員
保
険
の
事

業
の
う
ち
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七

十
号
）
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
百
二
十
三
条

２

シ
ス
テ
ム
室
は
、
政
府
が
管
掌
す
る
厚
生
年
金

保
険
事
業
及
び
国
民
年
金
事
業
並
び
に
全
国
健
康

保
険
協
会
が
管
掌
す
る
健
康
保
険
及
び
船
員
保
険

の
事
業
の
う
ち
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律

第
七
十
号
）
第
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
百
二
十
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